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研究成果の概要（和文）：19世紀末以降のケンブリッジ、オクスフォード、ＬＳＥの経済思想の展開を、現代福
祉国家の変容・危機を視野に入れて、共同研究を進め成果を得た。
具体的には、1. 「創設期の厚生経済学と福祉国家」から厚生経済学史の再検討へ、2. リベラリズムの変容と福
祉国家－ニュー・リベラリズムからネオ・リベラリズムへ、3. マーシャル、ケインズと同時代の経済思想、4. 
ケインズと現在の世界経済危機－戦間期との比較考証、の4点を中心に国際共同研究を進め成果を得た。

研究成果の概要（英文）：We pursued the joint research work on the economic thought of Cambridge, 
Oxford, and LSE after the late 19th century, in relation to the development, transition and crisis 
of the welfare state, and got some positive results. Specifically, we focused on, 1.‘Welfare 
economics and the welfare state in the formative age’ to the reconsideration of a history of 
welfare economics; 2.Liberalism and the welfare state: from new liberalism to neoliberalism; 3. 
Marshall, Keynes and their contemporaries; 4. Keynes and the world economic crisis today: in 
comparison with the between the wars.    

研究分野：経済学説
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
 我々は、本研究に先行する基盤研究（B）
「ケンブリッジ学派の多様性とその展開－
思想・理論・政策の複合的研究」（2002－2004
年）（課題番号：14330002）、基盤研究（A）
「ケンブリッジ学派に関する経済学史的視
座からの批判的評価」（2005－2008年度）（課
題番号：17203015）、および、基盤研究（A）
「ケンブリッジ、ＬＳＥの経済思想と福祉国
家の基礎理論」（2009－2012 年度）（課題番
号：21243017）において、マーシャルからケ
インズの時代のケンブリッジ学派の多様性
と共通性、ケンブリッジと競合的な関係にあ
ったＬＳＥ（ロンドン・スクール・オブ・エ
コノミクス）の経済思想との比較を念頭に、
福祉国家の基礎理論（経済学・経済思想）の
解明に努める国際的な共同研究を進めてき
た。 
 19 世紀末に資本主義と社会経済問題に対
する認識が大きく変わるなかで形成されて
くる厚生経済学と福祉国家を大きなコアに
して、ケンブリッジ、ＬＳＥ、オクスフォー
ドの経済学・経済思想の研究を深め、さらに
それをニュー・リベラリズムからネオ・リベ
ラリズムへという現代福祉国家の大きな変
容に展開させることを考えていた。これは、
ケインズ、ベヴァリッジ的なニュー・リベラ
リズムによる福祉国家から、ハイエク的なネ
オ・リベラリズムによる市場主義への大きな
転換である。またマーシャル研究を深め、ケ
インズを現代の経済危機のなかで考察する
ことを考え、いずれについても本研究に先行
する基盤研究（B）、二つの基盤研究（A）で
一定の準備はできていた。 
 これらは、本研究に先行する基盤研究（B）
二つの基盤研究（A）で構築された国際的な
共同研究のネットワークをもとに進められ、
R. Backhouse and T. Nishizawa eds., No 
Wealth But Life. Welfare Economics and 
the Welfare State in Britain (Cambridge 
University Press, 2010); T. Raffaelli, T. 
Nishizawa and S. Cook eds., Marshall, 
Marshallians and Industrial Economics 
(Routledge, 2011); B. Bateman, T. Hirai 
and C. Marcuzzo eds., The Return to 
Keynes (Harvard University Press, 2010) 
なととして出版されていた。  
 
２．研究の目的 
 本研究は、これまでの共同研究の成果を踏
まえ、それをさらに発展させて、現代経済思
想史研究の関連領域に資するために、以下の
４つの研究課題を中心に研究を進展させる。 
（１）「創設期の厚生経済学と福祉国家」か
ら厚生経済学史の再検討へ：①国民所得と厚
生・福祉の増大を同格化するピグーの厚生経
済学は、多様な厚生・福祉研究の一つの到達
点であった。しかし、イギリス福祉国家の形
成期であるこの時期には、多様な福祉の経済
思想が存在した。T.H.グリーンやラスキンの

理想主義に端を発する「ラスキン的厚生経済
学」、ホブソンの福祉の経済思想の研究を中
心に多元的な厚生経済研究があった。日本の
福田徳三やアメリカの初期制度学派など国
際的な広がりを含め、この多様な福祉・厚生
経済研究の実態と意義を解明する。②ラスキ
ン、ホブソンの経済思想を掘り下げ、併せて
「富と厚生」の歴史を検証し、マーシャルの
福祉観との共通点を明らかにし、センのよう
な現代厚生経済学との接点を歴史的・理論的
に解明する。③ピグー研究を深め、ナショナ
ル・ミニマムのような非市場的福祉要因とピ
グー厚生経済学の整合的な評価に努める。④
センの潜在能力アプローチに至る厚生経済
研究の思想的・理論的系譜を明らかにし、新
たな厚生経済学史の構築を目指す。 
（２）マーシャルおよびケインズと同時代の
経済思想：①西沢が Caldari と進めてきた
マーシャルの “Progress” に関する未完の最
終巻の完成を目指す。②共同研究の成果であ
る Marshall, Marshallians and Industrial 
Economics を発展させ、産業組織・企業組織
に関する Marshallian と Neo-Marshallian 
との位相を解明する。③ケインズと同時代に
ついては、社会哲学、マクロ経済学の形成な
どについて研究を進める。 
（３）リベラリズムの変容と福祉国家：ニュ
ー・リベラリズムからネオ・リベラリズムへ： 
①1870 年代以降の自由主義の変容をケイン
ズ以前と以降、そして第 2次大戦後から 1970
－80年代までの 3つの時期に分け、福祉国家
の形成・展開・危機との関係で考察する。②
ケインズ以降は基本的にケインズ・ベヴァリ
ッジ体制の形成・展開になろうが、その実態
の解明とともに、その過程におけるケンブリ
ッジとＬＳＥの位相を検証する。③ハイエク
やミーゼス、モン・ペルラン協会、ＩＥＡ
（Institute of Economic Affairs）のようなシ
ンクタンクによるネオ・リベラリズムの国際
的な普及と意義を解明する。   
（４）ケインズと現在の世界経済危機、戦間
期との比較考証を踏まえて：世界を襲う現在
の経済危機は、戦間期のそれと類似する側面
が多い。経済危機を克服できずに悪化に向か
わせた戦間期、そして悪化に向わせている現
在の経済政策・経済学のあり方は、本研究の
大きな関心事である。戦間期に変革の先頭に
立ったケインズの活動は、現在の経済危機に
対して、歴史的妥当性と共に今日的意義をも
有すると思われる。本研究は、経済思想史お
よび隣接経済学の協働により、資料研究と現
在的洞察をミックスさせることにより、世界
資本主義が抱える問題点を指摘し、今後の指
針を示すことを目指す。   
 
３．研究の方法 
 本研究組織の多くの者は、科研費を基盤に
国際的な共同研究を進め、この領域で世界の
研究をリードする内外の研究者を招聘して
国際コンファレンスを開催し成果を公表し



てきた。（この間、6冊の研究書を英文で公刊
した。）こうして構築された内外の研究者ネ
ットワークをと研究資源を最大限に活用し
て、連携研究者、内外の研究協力者との有機
的な連携・協働のもとに、研究目的に掲げた
４つの研究課題の解明を軸に研究を進展さ
せる。アーカイブズ・ワークを進め、国際コ
ンファレンスを重ねて成果を公表し、この領
域の学術的公共財の構築に資する。 
 具体的に、（１）研究代表者・西沢は、研
究協力者 Backhouse と協働して、国際コンフ
ァレンス「厚生経済学史の再検討：厚生観・
福祉観の変遷－ラスキン、マーシャルからセ
ンへ」を重ねて、成果を公表すべく努める。
厚生経済学・福祉の経済学の歴史における非
市場的福祉要因の復位、非厚生主義的基礎を
再興し、新たな厚生経済学・福祉の経済学の
歴史的・理論的再構成を目指す。（２）西沢
は、Backhouse, Bateman と共編で、これま
での成果も踏まえて、”Liberalism and the 
Welfare State: from New Liberalism to 
Neoliberalism”という書物の企画・出版準
備を進める。市場の認識の変化とリベラリズ
ムの変容を、19 世紀末からのニュー・リベラ
リズム、福祉国家の形成・発展、第 2次大戦
後におけるネオ・リベラリズムの普及と福祉
国家の危機を検証する。（３）Caldari・西沢
の協働で進めている、マーシャルの 
“Progress” に関する未完の最終巻の完成
を目指して、マーシャルの手稿群の再構成・
校訂注などの作業を進める。マーシャルの企
業組織・産業組織の研究も深め、またケイン
ズの同時代の研究を、社会哲学、マクロ経済
学の形成などの側面で進展させる。（４）ケ
インズと現在の世界経済危機について、ケイ
ンズの活動の諸側面（経済学、経済政策、国
際制度、社会哲学など）を対象とし、リーマ
ン・ショックによる世界経済の激変を考慮に
入れながら、現代的観点からケインズの再評
価を目指す。 
 
４．研究成果 
 （１）「創設期の厚生経済学と福祉国家」
から厚生経済学史の再検討へ：Backhouse 
and Nishizawa eds., No Wealth But Life. 
Welfare Economics and the welfare State 
in Britain の後、それを少し広げて日本語版
とも言える『創設期の厚生経済学と福祉国
家』（西沢・小峯編）を公刊した。それを展
開させて、Backhouse, Steve Medema、後藤 
らと協力し、厚生経済学史の再検討に関わる 
コンファレンスを重ね、まず、Nishizawa, 
Caldari, Dardi eds., “Aspects of the History 
of Welfare Economics”, History of Economic 
Ideas, xxii, 2014 を上梓し、Backhouse, 
Baujard, Nishizawa eds., “Welfare theory, 
public action, and ethical values: 
Re-evaluating the history of welfare 
economics in the 20th century” を出版すべ
く準備中である。『経済研究』の小特集「厚

生経済学と福祉国家の歴史的検証」（2014 年）
も成果の一つである。 
（２）マーシャルおよびケインズと同時代の
経済思想：Caldari and Nishizawa で進めて
きた、マーシャルの “Progress” に関する手
稿は、刊行に向けた作業を進め、まずは
Marshall Studies Bulletin に載せるべく準
備中である。Komine, Keynes and his 
Contemporaries (Routledge, 2014) が刊行
され、西沢・平井編『ケンブリッジ学派の経
済思想』（ミネルヴァ書房）も入稿済みであ
る。平井俊顕監訳『リターン・トｳ・ケイン
ズ』（東京大学出版会、2014 年）、西沢保監
訳『資本主義の革命家ケインズ』（作品社、
2014年）も関連する成果である。 
（３）リベラリズムの変容と福祉国家：ニュ
ー・リベラリズムからネオ・リベラリズム
へ：当初の構成からかなり変更したが、イギ
リス、ドイツ、日本の比較を中心に、
Backhouse, Bateman, Nishizawa, and 
Plehwe eds., Liberalism and the Welfare 
State: Economists and the Arguments for 
the Welfare State (Oxford University 
Press) が近刊である。 
（４）ケインズと現在の世界経済危機、戦間
期との比較考証を踏まえて：研究協力者の平
井、Marcuzzo を中心に研究が進められ、平
井監修『ケインズは、＜今＞なぜ必要か？：
グローバルな視点からの現在的意義』（作品
社、2014年）、Hirai ed., Capitalism and the 
World Economy (Routledge, 2015) が刊行
された。Marcuzzo, Fighting Market Failure
を平井監訳で出版した『市場の失敗との闘
い』（日本経済評論社、2015年）も関連する
成果である。 
 最終年度の 2017年 3月（18－20日）にニ
ース大学の研究協力者  Richard Arena, 
Muriel Dal Pont Legrand の協力で開催し
た国際ワークショップ “Between economics 
and ethics: welfare, liberalism and macro 
economics” は多数の国から多くの研究者が
参加し、非常に有益な実りあるコンファレン
スであった。 
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